資料　３
子ども・子育て支援事業計画骨子案及びニーズ調査報告書に係る意見
	塩竈市子ども・子育て事業計画
	意見・要望

	１
	第１章 第１節 
２. 子どもと母親の健康づくりの促進
	＊「母親」という言葉に対して意見がありましたが、「妊娠期」・「出産期」・「授乳期」の支援を手厚くしたいという意味を込めて、あえて「母親」のままで良いと思います。もしくは「妊産婦」に変更しても良いと思います。

	２
	第１章 第１節 
　３．の追加
	＊３に「小児医療の充実」を追加してほしい。

	３
	第１章 第２節 
２. 幼稚園教育の充実
	＊２．「幼稚園教育の充実」を「幼稚園・保育園・認定こども園教育の充実」に変更してほしい。

	４
	第１章 第３節 
１.給付制度の普及
２.助成制度の普及
３.減免制度の普及
	＊１．２．３．それぞれに「内容の充実」を付加してほしい。

	５
	第１章 第１節
　１.家庭教育の充実
	＊「親育ち」に関連して、妊婦だけではなく、もっと広く子育ての現場にいる親への各年齢に応じたアプローチも必要だと思う。

	ニーズ調査報告書について
	意見・要望

	６
	母親のパートタイムからフルタイム勤務希望への意向について
	＊フルタイムへの勤務希望に対して、実現できているのが１割弱という点で、育児をしながらの社会復帰は現実的にとても厳しいものだと感じる。
＊会社に対して母親が働きやすい環境を整備してもらうのは今すぐには困難だと思うので、市で出来る限り支援が必要だと思う。
＊特に子どもが急な病気の時に、預け先や頼れる家族がいない方に対しての支援を強化してほしい。

	７
	放課後の過ごし方について
	＊放課後自宅で過ごす子どもが多い点で、室内で過ごす時間が長く、運動不足が心配。
＊運動は心と体、脳にも良いと言われているので、勉強だけでなく運動も必要だと思う。
＊体育館やエスプ、公民館、児童館、学校など様々な場所での活動に期待したい。

	８
８
	子育て支援事業に対する満足度について
子育て支援事業に対する満足度について

	＊問１３ 平日の定期的な教育・保育事業の利用希望の結果では多くの人が塩竈市内の教育・保育事業の利用を希望しているものの、市外での利用を希望している人もいる（n=75）。その理由をみると、「事業の質が良いから」が多かった。
＊問28の地域の子育て支援の環境や支援への満足度における就学前児童の平均が2.76と普通の3.0を下回っている。
＊このことから、塩竈市における子育て支援への満足度の向上のためには、利用者ニーズに合わせた多様な子育て支援サービスの提供だけでなく、保育・教育の質の向上に向けた取組を充実させることも必要ではないか。

	９
	病児・病後児保育について
	＊子どもが病気や病後の際に、母親（あるいは父親等）があたりまえの事として、会社に“看護休暇”を請求できるような社会になってほしい。
＊例えば、病児の看護のために欠勤しても賃金の何割かは支給され、その金額は市が会社に補助する、というような制度は作れないものか。
＊具合が悪いのに子どもがひとりで寝ていなければならないという状態は「子どものことを一番に考える」視点からかけ離れていると言わざるを得ない。

	その他
	意見・要望

	10
	のびのび塩竈っ子プランの取り組みについて
	＊「のびのび塩竈っ子プラン」では「働きながら子育てできる環境づくり」のための施策として「保育ニーズへの的確な対応」があり、その中で「保育所の保育機能の充実」に向けた取り組みがなされてきたようだが、どのような取り組みがなされてきたのかを具体的に教えていただきたい。

	
	→　主な取り組みについて
	１）多様な保育サービスの提供として
　　○延長保育時間の拡大…全保育所
　　　（平日7：30～19：00、土曜7：30～17：00）
　　○一時・特定保育の実施…新浜町保育所・あゆみ保育園
２）就学児童の保育サービスの提供として
　　○放課後児童クラブ（仲よしクラブ）の充実
…全小学校の空き教室を利用して実施

	11
	メディアの利用について
	＊うみべの文庫ではゲーム等の使用を禁止し、古くからの遊び（お手玉・けん玉・かるた・おはじき等）に興味を誘導するよう心掛けている。
＊大きい音が流れていないと落ち着かない子どもが少なくない。メディアの影響か。
＊本が目当ての子どもは少ないが、子どもたちの「居場所」であればよいと思っている。
＊当たり前のように自ら本を手にし、楽しめることを願い、読み聞かせを続けている。


